
札

L
r瓜
ド

は

I
S
1

ぃ遺
発掘調査報告書

1993 

掛川市教育委員会

跡









札

L
r瓜
ド

は

ia-
ぃ遺

発掘調査報告書

1993 

掛川市教育 委 員 会

跡





序

掛川市北西部の原野谷川の河岸段丘は古来より人々が住み着いたところとし

て知られ、遺跡の多い地区です。その中に所在する林遺跡は、北側に春林院古

墳があり、すぐ東には原野谷川が流れ、八王子神社に隣接する、現在は閑静な

環境にあります。

このたび、遺跡内において宅地造成事業が実施されることに伴い、市教育委

員会が発掘調査を行い、やむを得ず記録保存にとどめることになりました。

林遺跡の発掘調査は慎重かっ正確に行われ、その結果古墳時代前期の方形周

溝墓や鎌倉時代の集落跡が検出されました。とくに、鎌倉時代の集落跡の発見

は掛川市内においてはじめてのことであり、貴重な資料を得ることができまし

た。現在、教育委員会において市史の上巻(原始、古代、中世編)の刊行計画

を進めていますので、その資料として活用していくことはもとより、今回の調

査で明らかにされた、いにしえの人々の文化遺産が、今後の掛川市のまちづく

り、人づくりに生かされていくことを期待しています。

最後に、今回の発掘調査および本書の刊行にあたり、事業者、地元の皆様や

関係各位のご理解とご協力に厚くお礼申し上げます。

平成 5年12月吉日

掛川市教育委員会

教育長大西珠枝



一一一一口

1.本書は、建売住宅敷地造成工事に先立ち平成 3年10月14日より平成 3年12月9日まで実施した静

岡県掛川市吉岡字庵下1003-1他に所在する林遺跡の発掘調査報告書である O

2.調査は、あけぼの開発株式会社の依頼を受け、掛川市教育委員会が実施した。

3.調査に係わる費用は、全額あけぼの開発糊が負担した。

4.現地作業ならびに整理作業では、次の方々の参加を得た。

本樫公太郎、大庭虎雄、小沢ろく、山崎すぎ、山崎まち、村松さと、宮崎充子、豊田八重子、

大場さだ、鈴木きん、鈴木はつ子、伊藤和子、岡山よね子、鳥居鈴江、萩田ふみ、鈴木辰江、

松井田鶴子、松浦せい子、長谷川幸子、榛葉豊子

5.発掘調査ならびに本書作成にあたり、次の方から御教示をいただ、いた。記して深く感謝の意を表

例

したい。

向坂鋼二、鈴木敏則、佐藤由紀男、松井一明 (敬称略)

6.本書の編集と執筆は、掛川市教育委員会の井村広巳が担当した。ただし、第 1章第 1節について

は、掛川市教育委員会の松本一男が執筆した。

7 .発掘調査業務は掛川市教育委員会教育長西ヶ谷免志雄(平成 4年 9月31日まで) ・大西珠枝(平

成 4年10月1日より)、社会教育課課長榛葉稔、参事岩井克允(平成 5年 3月31日まで)、文化係

長津村久雄のもとに社会教育課が所管した。

8.調査によって得た資料は、すべて掛川市教育委員会が保管している。

例凡

1.挿図における方位は、磁北を示す。

2.本書で使用した遺構名称は次のとお りである。

SZ:方形周溝墓 SH:掘立柱建物 SO:溝状遺構

3.遺物実測番号は、写真図版と同一である。

4.本書の中で使用している渥美・湖西系とは渥美・湖西古窯跡群を示し、尾張系とは瀬戸・猿投・

常滑古窯跡群を示す。

SP:柱穴SK:土坑



目 次

文

言

例

序

例

凡

第 1章 発掘調査と遺跡の概要 •• い ・e ・e ・・・ ・ ・・・ ・・ e ・・a ・0 ・・ー・ ・・ 一一 2

第 l節 調査に至る経緯と調査の目的 .........一一'"一・・ ・ーー ・・ 一 -一一 ・ー ..・ 2 

第 2節 調査の方法 と経過 ・・ 0 ・ .............・・ ・・・・・ 0 ・・ ・・・一 一・・ ・・目・ 0 ・・・ ・・・・ ・・ ・・・・ 2 

第 3節 遺跡をめぐる環境 ・ー・ ・ ・・・・ ・・ ....e.....a..・ー・ -・・ー・・ ・ー・・ ・ ー....・ ・・・ ・・・ 3 

第 2章 調査の成果 ーー ・0 ・・.................. ・・ 0 ・・・........・・・ 0 ・・ ・・・・ ・・ ・・ ・・e・・・・ ・・・・・・・ ・・ ・・・ 6 

第 l節 古墳時代 -・ ・...........・ ・・ ・・..............・ ー・ ・・ ーー.............・・・・ ・・0 ・ 6 

第 2節 中世 ー ー.......・ .................ー ・・ ・・・・・ ー・ ー・・・・ ・・・...........一 -・・ ・・ ・・ー・ ー・・ 11 

1 ) 掘立柱建物 .......・・・ー ・・・ ・・・ ーー・ー・・ー・ ・・ ー一一 ・ー・一 一回・・・・・ー ・・・・・・・ ・・・ ・・. 11 

2 )溝 ーー ー・ ・ー ・ー ・・・ ............. ・ e ・・・・ ・ ・・・ ・ー・・・ ・・ 12 

3 ) 土坑 ..・・・・ ・・・・・ ・・・ 0 ・・ ・・・・0 ・・・・・・ ・0 ・・・・・・ 0 ・・・・・ ・・ー・ 0 ・・・ー・ ・・・ ・・・ ・・ー・ ・・・・・・・・・ 19 

4 ) 柱穴 ー・・ ーー・ ・・・ ・・・ ・ ・・ ・・・ ・・・・・・・ ・・ー ・・・ ー・・ー・・0 ・・・ ・・・・・・・・ ・・・ 21 

5 ) 遺構外の遺物 ・0 ・0 ・・・・・ 一....・・ ・0 ・..・・・・・・ e・・・・・ ・・e・0 ・・・・・・・ ー ・ ・・・ ・・・ー… 23 

第 3章 まとめ ー・・・ ・ー・ー・・ ・・ ・・ ・・ ・ー・・ ・・・ー・・ ・ ・・ ・・・・・・・・ ・・・ ・・ ・・ ・ ・・ ・・・ ー・・・・・ ー・ ・ 29 



挿図目次

第 l図 遺跡の位置と周辺遺跡分布図

第 2図 遺跡の周辺地形図 - 一...............ーー・ ー・-一 一 ・・・・・回一・・・・・・・・・・田・ 5 

第 3図 遺構全体図 0 ・・・・・ ・0・・・ ・・固い・一........田・・・・・・・・・・田・・田…・・田・・・・・・ー・・…......................... 7 

第 4図 古墳時代遺構図 •• .. … -ー -ー............. ・・ー - 一ー・ー…...... 9 

第 5図 S D08、 S K26実測図 ・・・・・・0・e ・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・…・・・........・・ 0・ー・.............•.••••• • 10 

第 6図 中世遺構図 ・ー・ ーーー ・ー.... ・・.....................・・ ....・ ...........一一・目・ 13 

第 7図 中世掘立柱群と溝配置図 ・・田・・田・....目・ ・・・・・・.， .・ 回目 ・・・・・・・ー・・・・・・・田・・・・・・回一回一..............••• 15 

第 8図 S H01実測図 ••••••••••••••• •••• • ー・・ ・ ・ー・ ・・ーー ・ ・ーー・・...・ ・・・ー・…ー・・・・・・・….. 16 

第 9図 S H02、03、04実測図 ・・・・ ・ーーー・ ・・・ーー・ ・ ・・ー・ ・ー・・ ・・・・・・・・・・・ ・・ ・ 17 

第10図 土坑実測図ー ーー・・・ーー・….• • • • • • • • • • • .一目白一・・・・・田・・・・・・・・・・・・・・・・・・田・・・・・・・・・・・…ーー・ ・ー・••• 18 

第11図 柱穴実測図 ー・ ...・ ......ー・ 一.....・ ・・・ー ・ ・・・・・ ・・ ・・ ーー....•.•.• . •. •. •• 22 

第12図遺物実測図(1)

第13図 遺物実測図(2 ) 

第14図遺物実測図(3 ) 

第15図 遺物実測図(4 ) 

第16図遺物実測図(5 ) 

図版 I 調査区全景(北から)

調査区全景(南から)

図版H 発掘調査前(北から)

重機掘削風景

作業風景

図版E S Z 01 (北西から)

S D08 (南から)

S D08遺物出土状態

図版W S H01 (西から)

S H02 (北から)

S K15， 16 (北から)

S P195遺物出土状態

S P394遺物出土状態

図版V 出土遺物(1)

図版VI 出土遺物(2 ) 

図版 目 次

24 

25 

26 

27 

28 



1 .林 2. 春林院古墳 3.西村 4. 吉岡下ノ段 5. 高田上ノ段 6. 中原 7.溝ノ口

8.東原 9. 今坂 10. 大向 11.瀬戸山 II 12.吉岡原 13.瀬戸山 14. 花ノ腰 15. 瀬戸

山田 16. 平田ヶ谷 17. 高田 18.女高 19.味噌ヶ谷北 20.味噌ヶ谷 21.桶田 22. 赤測

23. 赤湖南 24. 森平 25. 山崎 26. 岡津原 27. 岡津原N 28. 岡津原田 29. 岡津原V

30.黒田 31.善光寺 32.三ツ池 33.殿谷城 34. 各和城 35.西山城

第 1図 遺跡の位置と周辺遺跡分布図



第 1章発掘調査と遺跡、の概要

第 1節 調査に至る経緯と調査の目的

林遺跡が所在する掛川市和田岡地区は、中原遺跡・瀬戸山遺跡などのように縄文時代から古墳時代

にかけて営まれた遺跡が数多く存在すること、あるいは大塚古墳・瓢塚古墳、各和金塚古墳・行人塚

古墳などの前方後円墳や、直径30mを測る円墳の春林院古墳などで構成される和田岡古墳群が存在す

ることで知られている。これら遺跡の多くは原野谷川が形成した河岸段丘上に立地しているが、林遺

跡は平野部の微高地上に占地する遺跡である。

これまで林遺跡は、北域は八王子神社境内、東・南域は茶畑として利用、保存されてきた。しかし

近年の開発により、周辺地では住宅団地適地として造成され、この林遺跡も例外なく住宅団地として

の利用が図られるようになった。

今回調査の対象となったこの地において、平成 3年 6月掛川市土地利用実施計画承認申請(目的:

建売分譲敷地造成)が提出された。これが起因となって、掛川市教育委員会と土地利用申請者あけぽ

の開発株式会社(磐田市)との聞で林遺跡の取り扱いについての協議が始まった。協議ではまず遺跡

確認調査を実施して林遺跡の所在状況を確認し、その結果に基づいて土地利用計画上の遺跡の取り扱

いを決めることにした(平成 3年6月26日掛教社第327号受付「確認調査依頼書」に基づき、平成 3年

8月16・17日実施)。そしてその結果を踏まえ、土地利用計画上遺跡の消滅の免れない状況となった箇

所に対し、止むなき措置として本発掘調査を実施し、記録保存することとなった (r吉岡地内に所在す

る埋蔵文化財に関する協定書」平成 3年10月14日締結により実施)。

第2節調査の方法と経過

調査グリッドは、 l辺 5m四方の区画とした。杭の南北の列を西からA、B、C、D・0 ・ラインと呼

び、東西の列を南から 1、 2、3・・・ラインと呼ぶことのした。この東西、南北のラインの交点をその

杭の名称とした。そしてグリッド名は、 5m四方の区画の北西角の杭の名称と一致させた。

調査は、重機による表土の除去を行った後、人力により粗掘、遺構の検出及び精査作業を行った。

遺構の中から遺物が完形に近い形で出土した場合には、写真撮影を行い、出土状態図を 1/10の縮図

で作成した。写真による記録は、 6x 7判(白黒人 35mm判(白黒、リバーサル)カメラを使用した。

実測作業は、 1m方眼lこ水糸をはり、 1/20の縮図で、行った。

調査の経過は、以下のようにおこなった。

平成 3年9月30日~ あけぼの開発と市教育委員会の 2者の間で、発掘調査に関する協

定書について打ち合せを行う。協定書の内容について合意を得た

ため、発掘調査の準備を始める。

10月 14 日 ~10月 17 日 重機による表土の掘削を行う。

10月 18 日 ~11月 22 日 人力による粗掘り、遺構検出と精査を行う O 並行してグリッド設

定のため、基本杭を設置する。そして、必要に応じて土層断面及

び平面実測を行う O

10月28日 調整池の部分を先に引き渡してほしいとの要望により、 12区以北

円
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11月25日

11月26日

11月 27 日 ~11月 29 日

12月 2 日 ~12月 7 日

12月9日

整理作業

第3節遺跡をめぐる環境

の調査を終え、引渡しを行う。引渡しの位置は、杭を打って明示

した O

発掘区全体の清掃を行い、遺構は石灰で縁どりをおこなう O

調査区全体の完掘写真、また遺構ごとに写真撮影を行う。

大雨のため作業を中断する。

遺構の実測を行い、現地での作業をすべて終了する。

発掘機材の撤収を行い、現地を事業者側へ引き渡す。

出土遺物は、ブラシで水洗いを行った後、出土位置を墨で明記(マー

キング)をした。セメダインCで接合をした後、土器の実測を行

い、写真撮影をした。現地で作成した図面を編集し、報告書用に

清書した。原稿を書き、印刷に付した。

1)地理的環境

掛川市は、静岡県の中西部に位置する。掛川市を中心とした地域は、 1800万年から100万年前(新第

三紀中新世から第四紀)までの地層が連続して堆積し、丘陵を形成している O 古い順に、中新世前期

の倉真、西郷層群、鮮新世の掛川層群、更新世の曽我層群、鮮新世から洪積世にかけての小笠山際層

となる。この中でも、掛川層群の大白砂層と天王砂泥層は多くの貝化石を産出することで有名である。

北部の地域では、沿岸にすむ種類が、南部では沖合いの深いところに生息する種類の貝化石が確認さ

れている O これは、北から南に広がる現在の遠州灘的なものがあったと推測される。

林遺跡の位置する場所は、市内でも遺跡が集中する“和田岡"と呼ばれる地域である。この和田岡

は、洪積世に原野谷川によって形成された段丘堆積層からなる。和田岡原は、標高60m前後の上位段

丘面と標高40~50m前後の下位段丘面に区分される。林遺跡は、この和田岡原下位面よりさらに一段

下がった標高30m前後の原野谷川を間近にした所に占地している O

2)歴史的環境

今回の調査では、中世の遺構を数多く確認したため、中世を中心に歴史的背景を述べていきたい。

743年に墾田永世私財法が発せられたことにより、有力な貴族や寺社等は積極的に開墾を行い、大規模

な土地経営を行った。これが荘園である。掛川市内でも、西郷、小高、大池、曽我、原因などの荘園

が存在していた。当遺跡は、この中の原田荘の一部に含まれていたと考えられるため、原因荘を中心

にみていくことにする。

西郷荘は、現在の西郷周辺に位置し、鎌倉時代から室町時代までみられ、建久 3年 (1192)の院庁

下文により後白河院領であったことがわかっている O その後、建武 2年 (1335)足利尊氏から富樫高

家に与えらえている。小高荘は、現在の西山口周辺に位置し、平安・鎌倉時代にみられ、はじめは大

江氏領であったが、のちに藤原兼実に寄進され、大江氏は荘官となる。鎌倉時代になると、実質は御

厨となり、上郷・下郷の300町からなっていたようである。大池、曽我については、詳しいことがわかっ

ていない。

そして原田荘が初めて史料に登場するのは、弘長 3年(1263)~原田荘正検取帳目録案』 の「原田御

圧細谷村 注進弘長二年正検取帳目録事」である。そして、永仁 3年(1295)の『関東下知状』によ

ると、原田荘の本家である最勝光院、領家の随心院僧正坊、地頭の原氏の間で訴訟が行われている。

今
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訴訟の結果、原田荘は本郷と細谷郷に二分され、本郷は領家、細谷郷は最勝光院が本家職、領家職を

ともにもつことになった。原氏は引続き地頭職を受け継いでいくのである。その後、後醍醐天皇が正

中 3年 (1326) に最勝光院を東寺に寄進したため、原田庄細谷郷は、東寺領となる。そして、室町時

代末期まで存続していく。ところで、地頭職として成長していった原氏であるが、平安時代末期頃か

らこの地で活躍し始めたといえる。原氏が細谷郷の地頭職となってからは、勢力を拡大し、国人領主

の地位を築きあげる o 15世紀には、殿谷城、各和城をかまえるまでになる。しかし、明応 3年 (1494)

駿河の今川氏の攻撃を受けたことから、衰退していくことになる。

文献史料を基に掛川市内の中世について述べてきたが、考古学的にみた様相はどうであろうか。原

川遺跡は、山茶碗、陶磁器など出土し、集落が存在したこたが認められるが、古代、近世のような賑

わいは、なかったようである。しかし、その東に位置する坂尻遺跡では、庇をもっ大型の掘立柱建物

が確認されている。その他、溝ノ口遺跡、六ノ坪遺跡では、鎌倉時代の土墳墓が確認されている。ま

た、春林院古墳を発掘調査した際には、墳頂部より山茶碗と骨査が発見されている。春林院古墳は、

林遺跡の200mたらず北に位置することから、当遺跡との関連がうかがわれる O

以上のように、掛川市内における中世の文献史料、考古学的資料ともに少なしその実態は不明な

部分が多い。今後の資料の増加に期待したいところである O

《参考文献》

静岡県民生生活局自然保護課 1973年 『ふるさとの自然 西部編』
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角川書庖 1982年 『角川日本地名大辞典 22 静岡県』

掛川市教育委員会 1985年 『殿谷城牡他遺跡発掘調査報告書』

春林院古墳調査委員会 1966年 『春林院古墳』
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第 2章調査の成果

調査では、古墳時代前期の方形周溝墓2基、溝、土坑、ピットと中世の掘立柱建物、柱穴群、土坑

を多数確認した。時代別ごとに順次述べていくことにする。

第 1節古墳時代

S Z01 (第 4図)

B-9区から C-9区にかけて検出された SD01とB-6・7区から C-7区にかけて検出された

S D03が方形周溝墓の 2つコ ナ 部分と考えられる。幅は、両溝ともに約 1m、深さは SD01がO.4m、

S D02が0.6mである O 断面形はゆるやかなU字形である。そして、両溝のコ ナ 内側には中段をも

っ。方形周溝墓の規模は、 1辺が13mほどであると推定される。

出土遺物は、 SD01から出土したものを第12図 1'"'-'22、SD03のものを第13図23'"'-'26に示している。

1'"'-'5は査の破片である o 1は、肩部に櫛描きの波状文と横線文を施し、その下に 2個 l単位の竹管

文を 4方向に施している。体部には、ススがかなり付着していた。 2と3は肩部小破片である。 2は、

櫛描き波状文、 3は縄文を施している o 4、 5は萱底部である。 6'"'-'18は、歪の破片である。 9'"'-'12 

は、体部にタタキを施している。 10は、口唇部に面をもつものである。 19'"'-'22は、高原脚部片である。

22は二重口縁状の脚部である。器種は、高坪か器台である。外面は、刷毛目のちへラ磨きを施し、透

かしが認められる o 21は、小型器台である。 23、24は、 SD03より出土した査の破片である。 23は口

縁部に櫛刺突の列点文を施している。 25は、台付窒の脚部、26は高坪の脚部である O この方形周溝墓

の時期は、古墳時代前期前葉(元屋敷様式古段階並行期)に位置づけられる。

S Z02 (第 4図)

B-4区から検出された SD13とA-2区から B-2区にかけて検出された SD10が 1つの方形周

溝墓と考えられる。 SD13はかなり撹乱をうけている。 SD10も中世に削平をうけたと考えられ、 13

世紀代の山茶碗(第13図65)と12世紀代の渥美・湖西系の窒体部破片(第13図66)が出土した。古墳

時代の遺物としては、図示しなかったが、査底部片、歪口縁部破片が出土している。両溝ともに形が

変形しているが、方形周溝墓と認めた。規模は、 1辺12mと推定される。

S D08 (第 5図)

S D08は、 D-9区から E-9区にかけて検出された。上面は中世の削平をうけ、深さ O.2mほどで

ある。南東部分で湾曲しており、方形周溝墓の可能性も考えらえる。溝内には、長径 2m短径1.5mの

土坑が確認され、査が出土している(第13図27)。体部には、無節縄文を施している O また aの位置か

ら出土したのは、査の体部片である(第13図28)。縦方向の刷毛目を施したのち、櫛描き横線文を三段、

その聞に櫛の刺突文を施している。肩部の一部には同じ施文具で楕円形を描いている O そして、体部

下半にはへラ磨きを行っている。わずかに赤彩が認められた。 29は、査の肩部小破片である。半載竹

管による沈線文を施し、その下に刻み目を有する突帯をもっ。遠賀川式土器の影響をうけたものと思

われ、弥生時代前期末葉から中期初頭に位置づけられる。

S K26 (第 5図)
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S K26は、 B-4区から検出された。長径l.3m、短径1.2m、深さO.4mである。出土遺物は、台付窒

脚部片である(第13図30)。

S P103 (第 5図)

S P103は、 F-9区から検出された。直径0.4m、深さ0.3mである O 出土遺物は、査の体部小破片

である(第13図31)。在地の胎土であるが、東海西部のパレスの査をかなり意識して作られている。櫛

描き横線文と櫛刺突列点文が繰り返し施文されている。赤彩も行われている O

遺構外の遺物

B-3区東壁より高坪脚部片が出土した(第16図126)。櫛描き横線文と円形の透かしが認められた。

以上が古墳時代の遺構、遺物についてである。

第2節中世

中世と認められる柱穴を400以上、溝 8条、土坑25と多数の遺構を検出した。柱穴の一部は、方形周

溝墓の溝が埋まったのちに、その溝内に柱穴を掘削していた。それぞれの遺構、遺物について順次説

明していく。

なお、ここで渥美・湖西系と尾張系の違いと中世陶器の時期区分について説明しておく。渥美・湖

西系と尾張系の違いであるが、第 1に胎土によって識別される。渥美・湖西系は、胎土が均一で、細か

い。それに対し尾張系は、胎土が組く、 1mm大の長石が多く混じる。第 2に器形の細部によっても識

別される。尾張系山茶碗は、渥美・湖西系の同口径のものに比べ、底径が小さい。また尾張系山茶碗

は、口唇部に特徴があり、面を持っている。

中世陶器の時期であるが、山茶碗は、口径が17cm前後が12c後半、 16cm前後が13c前半、 15cm"'-'14cm

が13c中頃、 13cm前後が13c後半とした。小皿は、口径 9cm前後、器高2.5cm前後が12c後半、口径が

9 cm前後、器高が 2cm前後が13c前半、口径が 8cm前後、器高が 2cm以下が13c後半とした。

1)掘立柱建物

4棟の掘立柱建物を確認した。柱穴のほとんどがB-7区から B-9区間に集中することから、実

際にはさらに多くの建物が存在するであろうし、また建て替えも行われていただろうと考えられる。

ここでは、確実な配置をもっ 4棟についてみていきたい。

S H01 (第 8図)

B.C-8区から B・C.D-9区にかけて検出した。間口(東西の並び)が 3問、奥行き(南北

の並び)が 2聞の総柱建物である。間口実長は9.6m、奥行き実長は5.4mである。柱穴はどれも円形を

呈する。それぞれの柱穴は、 2"'-'3の切り合いが認められ、建て替えがあったと思われる。出土遺物

は、第13図の32~37に示した。 32 と 33 は S P270から、 34と35はSP307から出土した。 34は青磁の皿

で13世紀代といえる。 35は、灰柚の長頚査の頚部片である。清ヶ谷産で10世紀代の遺物である。 36は

S P196から出土した。 37はSP188から出土した山茶碗片である。尾張系のもので、 13世紀前半に位

置づけられる。図版VIにSP189から出土した青磁を示した。蓮弁の碗の口縁部であり、 13世紀のもの

y
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である。 35が唯一10世紀代のものであることから、混入品と考えられる。この建物の時期は、 13世紀

代であろう。

S H02 (第 9図)

B-8区で検出した。間口が 2間以上、奥行き 2間の総柱建物で、ある。間口は調査区外へ延び、てい

ると思われる。間口の現存長が4.8m、奥行き実長が4.8mと調査区内においては、柱穴配置は正方形で

ある。出土遺物は、第13図の38~4 1 に示した。 38 は S P339から出土した灰柏陶器である。清ヶ谷産で

11世紀後半に位置づけられる。 39はSP 207， 40はSP216から出土した。 39と40は渥美・湖西系であ

る。 41はSP279から出土した古瀬戸の大皿である。 14世紀後半~15世紀代のものである。建物の時期

であるが、図示した遺物の中でもパラつきがある。その他の柱穴内出土遺物も小片で、あり、建物の時

期を決定づけることはできなかった。

S H03 (第 9図)

B-6区で検出した。間口 2間以上、奥行き 2問である。間口は調査区外東へ続くと考えられる。

間口の現存長は4m以上、奥行き実長は5.5mである。 SH03の柱穴は SH01や02のものと比べて小さく

浅い。出土遺物は、小片のみで、建物の時期を決定できるものはなかった。

S H04 (第 9図)

D-9区を中心に検出した。間口 3問、奥行き 2聞である。問口実長は5.6m、奥行き実長は4，8mで

ある。出土遺物は、第13図42~49に示した。 42 は S P232から出土した尾張系の小皿である。 13世紀後

半のものである。 43と44はSP234から出土した山茶碗とかわらけである。 43は13世紀半ばのもので渥

美・湖西系である。 45はSP380から出土した皿山産の小皿である。 13世紀前半に位置する。図示しな

かったが、伊勢型鍋の口縁部が出土している o 46はSP64から出土した清ヶ谷産の灰柏陶器である。

11世紀後半に位置づけられる。 47はSP84から出土した大窯E期の折縁皿の口縁部である。 16世紀後

半のものである。 48と49はSP77から出土した。 49は白色砂岩の砥石である O 全面が使用されている。

2)溝 (第 7図)

S 002 

B-8区で検出した。幅は 1m、深さは0.3mである。周囲のピットに切られている O 出土遺物は小

片のみである O

S 004 

C -12区で検出した。 C-11区付近でSK17にきられ、西に曲がり SD06となる。幅1.2m、深さO.

2mを測る。出土遺物は、第14図50に示した。 16世紀後半の志戸呂焼きのすり鉢の口縁部である。

S 005 

D-9区で検出した。幅0.6m、深さ0.2mを測る。覆土は茶褐色土である。 SH01の柱穴SP256を

切っている。出土遺物は、第14図51~56に示した。 51 と 53~55 は 13世紀代の渥美・湖西系の山茶碗で

ある。 52と56は13世紀代の尾張系の山茶碗である o 56には、墨書がみられる O 出土遺物が13世紀に集

中することから、他の遺構に比べ使用期間は短かったようである。
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S D06 

B-ll区で検出した。幅1.2m、深さ0.2mを測る。 SK10 18 19に切られる。出土遺物は、 第14図

57に示した。 13世紀前半の山茶碗である。

S D07 

B -10区から C-10区にかけて検出した。幅0.8m、深さ0.3mを測る。 D-10区から南に曲がり、 S

D13へ続く。出土遺物は、第14図58'"'-'62と写真図版VI152に示した。 58は13世紀半ばの尾張系の山茶碗

である。 59は、 10世紀前半の灰柚陶器碗である。 60'"'-'62は13世紀代の山茶碗である。 62には重ね焼き

痕が認められた。 152は、鉄砕である。この溝の時期は、 13世紀と考えられる。

S D09 

B ・C-6区で検出した。幅 1m、深さ0.15mを測る。出土遺物は、第14図63・64に示した。 63は13

世紀前半の尾張系の山茶碗である。 64は灰柏陶器の小型碗の底部で'10世紀後半と考えられる。

S D10 

古墳時代の節の中でも触れたように、 SD10は中世の溝で、方形周溝墓の溝を削平して作られたと

考えられる。

S D11 

A-2区で検出した。幅0.6m、深さ0.15mを測る。出土遺物は、わずかでしかも小片あった。

S D12 

A-1区で検出した。幅 1m、深さ0.2mを測る O 出土遺物は全くなかった。

S D13 

D-9区で検出した。幅 1m、深さ0.15mを測る。出土遺物は全くなかった。

3)土坑 (第10図)

土坑は25基検出した。その中で明らかに土壌墓といえるものも確認することができた。

S K01 

A-13・14区で検出した。切り合った 2つの遺構と当初は考えたが、土層の堆積状況から 1つの土

坑と認めた。形は、不整形である。長径 1m、短径0.8m、深さ0.2mを測る。出土遺物は、l3世紀前半

の小皿があった(第14図67)。

S K04 

C ・D-12区で検出した。直径1.1mの円形で、深さ 0.6mである。土層の堆積状況は、上からし暗

褐色土 2.黒褐色土 3.暗黒褐色土 4.黒色土(粘性がある)であった。溝ノ口遺跡で確認し

た中世土壌墓と同様な様相を示している。出土遺物は、土師器の小片のみであった。
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S K10 

C-11区で検出した。 SK04と同様直径l.1mの円形で、深さ0.2mを測る。その形状から土墳墓では

ないかと考える。出土遺物は、山茶碗の小片があった。

S K12・13

B-11区で検出した。切り合い関係は、不明で、あった。 SK12の短径は0.9m、深さはO.lm、、 SK13 

の短径は0.6m、深さはO.15mである。出土遺物は、 SK12から山茶碗が出土した(第14図68)0 13世紀

前半の尾張系と思われるが、口径が17cm と大きすぎ、高台がない(高台の取れた痕跡はなし~)。このよ

うな類例はなく、尾張系と言い切れるかどうか疑問も残る。

S K15・16

B -10区で検出した。 SK15は直径 1m、深さO.3mの円形、 SK16は直径1.1m、深さO.35mを測る。

土層の堆積状況は、上から1.黒色土 2.暗黒褐色土(以上がSK15覆土 3.黒褐色土 (SK 

16覆土)であった。 3層すべてに炭が多量に混じっていた。 SK15がSK16を切っている。出土遺物

は、 SK15で第14図69と70、SK15・16が第14図71と72に示した。 70は13世紀代の尾張系の査である。

71の山茶碗の内面には、ススが付着していた。時期は、 SK15が13世紀代といえよう。この 2基は土

墳墓と考えられる。

S K17 

C -10区で検出した。直径 1m、深さ0.2mの円形である。出土遺物はなかった。

S K18 

B-11区で検出した。長径 1m、短径O.9m、深さ0.2mの楕円形である。出土遺物には、 12世紀後半

の小皿がある(第14図73)。

S K22 

C -10区で検出した。長径1.6m、短径1.2m、深さ O.lmの楕円形である。出土遺物は、第14図74~77

に示した。 74は、 12世紀後半の渥美・湖西系の山茶碗である。 75と76は13世紀前半の尾張系の山茶碗

である。 77は大型のかわらけで、ロクロ成形である。 14世紀後半~15世紀代と考えられる。

S K24・25

B-10区で検出した。 SK24は直径 1m、深さO.lmの円形、 SK25は、直径 1m、深さO.lmの円形

である。 SK24がSK25を切っている。
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4)ピット

400以上のピットを確認したが、遺物を出土した ものを中心に以下の表に示した。

遺構No グリッ ド名 形 状 長径 短径 深さ 挿図No f蒲 考

19 B-9 楕円形 0.6 0.5 0.25 78 15 c 大型かわらけ

30 C ← 9 円 形 0.3 0.3 0.15 149 陶器

56 D-10 円 青三 0.6 0.1 79 かわらけ

78 D-9 楕 円形 0.8 0.6 0.15 80 13c 墨書 内面スス付着

81 D-9 円 育長 0.7 0.6 0.1 81~83 13c前半 山茶碗小皿

118 B -10 円 7B 0.45 0.4 13c中 山茶碗渥美 ・湖西系

143 B -10 円 形 0.35 0.35 84 内面スス付着

146 C -10 楕 円形 0.4 0.3 0.4 

147 C -10 楕円形 0.5 0.4 0.35 85・86 85 灰柏陶器. 
158 C -10 楕円形 0.45 0.3 87 

159 C -10 不整形 0.5 0.25 

181 B -10 円 背3 0.3 0.15 88~91 88 12 c後半 渥美・湖西系
89・90・91 尾張系

189 C-9 楕円形 0.8 0.5 0.55 92・93 92土師器薯 93 13 cかわらけ
149 149 青磁連弁の碗

192 C-9 楕円形 0.65 0.55 0.2 94 墨書

195 C-9 円 万三 0.8 0.6 95 13 c前半 渥美・ 湖西系

202 C-10 隅丸方形 0.45 0.4 0.35 96 13c前 半 小 皿 渥 美 ・ 湖 西 系

212 B-8 楕円形 0.6 0.5 0.32 150 青磁碗

215 B-8 隅丸方形 0.45 0.35 97 墨書

217 B-8 隅丸方形 0.45 0.11 98 

220 B-8 円 形 0.6 0.43 
99~101 99 11 c後半灰柚陶器

153 101 13 c 入子 尾張系

225 B-8 隅丸方形 0.4 0.3 102 13 c前半 山茶碗尾張系

227 B-8 不整 形 0.4 0.28 103 

229 B-8 楕円形 0.4 0.35 0.15 104 

231 E.F-9 円 形 0.4 0.25 105・106

289 B-9 楕円形 0.9 0.6 0.2 107 9 c ~10 c前半灰柏の子査あり

291 D-9 円 形 0.3 0.25 0.2 108・109 109 尾張系

301 B-9 隅丸方形 0.25 0.2 110・111 110・111 13 c前半尾張系

302 B-8 円 形 0.4 0.21 112 13 c前半 渥美・湖西系

303 B-8 楕円形 0.4 0.3 0.4 113・114

314 B-8 円 ~ 0.4 0.3 122 土錘

362 B-7 円 育長 0.5 0.5 115 

394 B-6 隅丸方形 0.7 0.6 116~120 12 c後半 渥美・ 湖西系

406 B ← 5 円 形 0.45 0.4 0.33 121 

414 B-6 不整形 0.35 0.3 0.23 123 12 c後半片口鉢 渥美 ・湖西系

426 B-3 不 整 形 0.55 0.25 124 主T

表 1 ピット観察表 (単位m)
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5)遺構外の遺物

遺構外の遺物は、第16図127~147に図示した。

125は、 A-1区から出土したすり鉢である。志戸呂焼きの17世紀後半から18世紀前半のものである。

127は、 B-7区から出土した瓶子の胴部破片である。草花文が施されている。 128は、 B-9区から

出土した山茶碗の底部である o 129は、 C-9区の東壁から出土した山茶碗である。 13世紀前半~中ば

のもので、墨書が認められた。 C-9 区からは、 130~133が出土した。 130 と 131 は、 11世紀後半の灰

柏陶器で清ヶ谷産である。 134と135はD-9区の黒色土から出土した。 135は、常滑焼きの大重で13世

紀後半に位置づけられる。 136と138は、 D-9区から出土した。 136は、尾張系の片口鉢である。 138

は、万子である。 137と139は、 D-10区から出土した。 137は、 13世紀中頃の渥美・湖西系の山茶碗で

ある。 139は、 13世紀前半の尾張系の小皿である。また、図示しなかったが、 D-10区からは、 9~10 

世紀の灰柏の警の口縁部が出土している。 140は、 E-8区から出土した灰柚陶器である。 10世紀前半

の清ヶ谷産である。灰柏は、刷毛塗りされている。 141~ 144は、 E-9区から出土した。 141は、 13世

紀前半の尾張系も山茶碗である。墨書が認められた。 143は、 10世紀後半の灰粕陶器で清ヶ谷産である。

144 は、 13世紀前半の小皿で尾張系である。 145~147 は、 E-9 区の黒色土から出土した。 146 と 147 は、

13世紀前半の小皿である。

-23-



8 

10 

Lt¥21 入札

6 

7 

~i\ 
¥ 」ラジ

三亨
13 

17 

点。 o



万コ
謡、

川町

31 

15cm 

¥一一ト-3

に宅否2

、-斗二d
F

、υつμ



\ [ 〆~)------j弓

六二1 イ(て
L二と者 、

¥ | 二二ごシ

I 〆又ユグ γ 吋

¥ l 〆¥こ1ィノト仁そ

こ右手 ; 368 qR 
¥ トーーベ

ー さ較す地貯 \~d 

、一ーイ イ ィ!
斗 τJ三二? ¥¥¥ 1| //斗ー寸コJ

:暁議議霊~糸切り

第14図遺物実測図(3 ) 

70 

o 



トヌ4 ¥ーとイ ¥ J 
斗斗〈 ¥lJ入
ミ二斗ニ~6 -l:ICI 

トコ; ~==r= =4 拶

、ィ-J:二;53 て~ 7. 
~~ イ Z ¥イヨ3

一一一 ¥ I「〆/

、「ノ土
プア、41/子 / 
一二、:

逗》 ¥ 勺ヲ¥一寸 7
「一一ン ¥ /ク

ゐマ℃→一Y玄¥「〆
ムj¥ l〆 一 J19ミヨゴノf¥づ 一「寸づづτ古有百冨古百::行川;汁川1世2

108 

'一 ¥---;1 =:::::二ブ

門
/

内
/
μ



nu 8122 0124 ト-b::f.;31

123 

ミヨ子之9

¥ トイ
てゴこえ ミ土イ

o 20cm 

第16図遺物実測図 (5 ) 

口百つμ

135 



第 3章 辛
A
叩 と め

発掘調査によって得られた成果を時期別に記していきたい。

1 )古墳時代

古墳時代前期前葉の方形周溝墓と土坑、ピットを確認した。方形周溝墓は、北に位置する春林院古

墳をはじめ、古墳時代中期の和田岡古墳群に先行するものである。和田岡原では、林遺跡と同様に古

墳時代前期の方形周溝墓が、確認されている O 女高遺跡 1号墓は、 l辺12mの規模を有する。溝から

は、複合口縁部査が出土している。女高遺跡では、他に方形周溝墓状遺構が確認されており、その数

が増加すると考えられる O 高田遺跡 l号墓は、 1辺12.4mの規模である。報告では、時期不明確で古墳

の周溝とされているものである O 溝の幅は 3m，深さ0.5mと林遺跡のものと比べてやや大きいことが

わかる。これら古墳時代前期の遺構は、古墳時代中期の和田岡古墳群を考えるなかで、今後位置づけ

をおこないたい。

また、小片であるが、弥生時代前期末もしくは中期初頭の土器が出土した。和田岡原に存在する遺

跡は、弥生時代後期後半から爆発的に増加する。それ以前である弥生時代中期遺跡の存在は、ほとん

ど知られていない。そういったことから、土器 1片であるが、この時期の遺跡が周辺に存在する可能

性があり、注目される。

2)中世

古墳時代前期以降、この地域で集落は営まれなくなり、再び集落を形成するのは10世紀にはいって

からである。そして、その中でも 13世紀代を中心とした中世の集落の様相を確認できたことは、掛川

市内の中世を知るうえで、大変重要であるといえる。

①掘立柱建物

掘立柱建物の時期が不確定なものもあるが、周辺から出土する土器の量から考えてほとんどが，13 

世紀代とみて良いだ、ろう。第 7図に掘立柱建物群と溝の配置図を示した。掘立柱建物は、 4棟すべて

が同時期に機能していたかは不明であるが、棟方向がほぼ並行するように配置されている。そして、

南北を SD07とSD09に固まれた約20m内には、これらの掘立柱建物の他にも柱穴と考えられるピッ

トも集中している o S D07と09は区画溝で、 1つの屋敷内を巡っていたものであろう。また、 SD07 

の北に土坑が集中し、その中には、土壌墓と考えられるものも存在している。この土壌墓は、掘立柱

建物の時期と同時期であることから、溝によって区画された屋敷の北外に墓地を設定したと見ること

ができる。

ところで、前述したようにこの地域は、原田荘の一部にあたる O この屋敷内に居住していた人も、

その荘園を支えていた有力な農民層であったと考えることもできょう。

②山茶碗

今回の調査により数多くの山茶碗が出土した。その中て¥13世紀代の製品が最も多かった。この時

期に絞って産地別の分類を行った。その結果を表 2に示す。対象とした土器は、図示した山茶碗と小

皿である O 図示する土器を抽出するにあたっては、山茶碗は、口縁部ならば 4cm四方以上の破片、底

部ばらば、 1/5以上残存するものを選んだ。その結果、山茶碗は、尾張系が1/3を占めていることが判

明した。東遠江においては、渥美・湖西系または、東遠江系山茶碗でほとんどが賄われていたかと思

われたが、予想とはだいぶ具なる結果が出た。東遠江系の山茶碗は、 1片も確認されなかったばかり

か、尾張系が思いのほか多い。
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山茶碗(総数58)

渥美・湖西系 67% 
(39点)

尾張系33%
(19点)

小皿 (総数10)

東遠江系20%
( 2点)

渥美・湖西系50%
( 5点)

表2 13世紀山茶碗・小皿産地別分類表

尾張系30%
( 3点)

次に古窯について少しみていきたい。東遠江系においては、山茶碗生産の時期に入ると、全体的に

生産量は激減する O 清ヶ谷古窯は、 13世紀前半以降の生産は、ほぽストップする O 一方、さらに東の

金谷、相良などでも新しい窯も散発的に操業が開始されるが、灰柏陶器の生産に比べれば、わずかで

ある。そして、渥美・湖西系においては、渥美古窯では13世紀前半以降生産がな行われなくなり、湖

西古窯でも 13世紀後半までで操業が行われなくなる。中世における湖西古窯の最盛期は、 12世紀後半

だったようである。尾張系は、どうであろうか。尾張系とした瀬戸古窯は、 10世紀後半の灰柏陶器か

ら操業を始め、山茶碗に引きつがれ14世紀末まで生産を続けている O そして、 12世紀末から古瀬戸の

操業を開始している O 猿投古窯は、 9世紀初頭に灰柑陶器を生産し始め、 13世紀中頃には消滅してし

まう O 常滑古窯は、 12世紀前半に操業を開始し、山茶碗に引きつがれ14世紀前半まで生産している。

尾張系古窯の操業期間は、渥美・湖西や東遠江系に比して、長いことがわかる。

以上 3つの地域の様相を述べたが、 13世紀という時代は、山茶碗の生産活動においては過渡期にあ

たるといえる O 地元である渥美・湖西、東遠江の古窯は、次第に衰退していき、他方、尾張系は盛ん

に操業を行い、その流通範囲を広めている。さらに尾張系では、次第に施柏陶器の生産を増加してい

く。林遺跡における1/3に及ぶ尾張系山茶碗の搬入は、上記の変化を如実に示すものと思われる O

東遠江系、渥美・湖西系山茶碗の流通については、次第に明らかにされつつあるが、尾張系との関

連はまだまだ検討不足である。今後の中世遺跡の調査を通して検討をしていきたい。
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